
潔
教
育
基
本
要
項
の
発
表
以
来
、
目
立
っ
た
進
展
は
み
ら
れ
て
い
な

い
が
、
民
間
団
体
の
活
動
が
活
発
化
し
て
き
た
。

こ
と
に
、
生
殖
医
学
の
目
覚
し
い
進
歩
に
よ
り
、
世
界
に
お
け
る

性
革
命
の
時
代
到
来
と
評
さ
れ
た
だ
け
あ
っ
て
、
婦
人
の
妊
娠
・
疾

患
よ
り
の
解
放
は
、
人
間
の
性
行
動
を
活
発
化
さ
せ
て
き
た
。

総
理
府
調
査
「
青
少
年
の
性
行
動
」
昭
和
四
六
年
度
・
昭
和
五
六

年
に
よ
れ
ば
、
現
代
の
日
本
は
次
第
に
、
欧
米
型
を
指
向
し
つ
鼻
あ

る
・

近
代
の
情
報
化
社
会
の
中
で
、
価
値
観
の
多
様
化
は
旧
い
性
倫
理

観
を
稀
薄
に
さ
せ
、
性
的
秩
序
や
性
規
範
の
わ
く
は
緩
和
化
の
傾
向

に
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
一
部
で
は
、
性
の
自
由
化
進
行
に
抗
し
、
性

哲
学
へ
の
指
向
が
台
頭
さ
れ
つ
坐
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
潜
の
抱
く

性
の
宗
教
的
理
念
に
も
接
近
す
る
一
歩
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（
広
島
県
支
部
）

昭
和
五
九
年
七
月
一
四
日
、
福
井
県
芦
原
町
に
魯
迅
の
仙
台
医
学

専
門
学
校
時
代
の
恩
師
藤
野
厳
九
郎
（
以
下
厳
九
郎
）
の
記
念
館
が
開

館
し
た
。
こ
の
記
念
館
に
は
、
文
書
類
を
始
め
と
し
て
貴
重
な
遺
品

が
収
蔵
展
示
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

１
記
念
館
開
館
の
経
緯

昭
和
二
○
年
厳
九
郎
の
死
去
後
、
遺
品
は
雄
島
村
（
現
三
国
町
）

宿
（
し
ゆ
く
）
の
家
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
次
男
龍
弥
氏
が

一
部
を
横
浜
の
自
宅
に
移
し
た
。
昭
和
五
八
年
宿
の
家
は
改
築
さ
れ

る
事
に
な
り
、
建
物
と
遺
品
と
が
、
横
浜
に
保
存
さ
れ
て
い
た
分
を

含
め
て
、
芦
原
町
に
寄
贈
さ
れ
た
。
芦
原
町
は
、
こ
れ
を
基
礎
と
し

て
記
念
館
を
建
設
し
た
。

２
遺
品
の
内
容

宿
お
よ
び
横
浜
の
遺
品
の
大
部
分
が
寄
贈
さ
れ
た
た
め
、
遺
品
の

内
容
は
多
く
、
日
常
生
活
用
品
、
蔵
書
、
文
書
類
な
ど
か
ら
な
る
。

藤
野
厳
九
郎
記
念
館
収
蔵
遺
品
に
つ
い
て

泉
彪
之
助
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こ
の
内
、
重
要
な
の
は
文
書
類
で
、
藤
野
厳
九
郎
伝
の
研
究
に
有
用

な
文
書
を
多
数
含
ん
で
い
る
。
以
下
主
な
文
書
、
書
籍
に
つ
い
て
述

べ
る
・佃

先
祖
に
関
す
る
も
の

父
昇
八
郎
自
筆
の
系
図
、
祖
父
勤
所
の
経
歴
を
記
し
た
覚
書
な
ど

が
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
従
来
二
次
史
料
し
か
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
よ
り
詳
細
な
検
討
が
可
能
と
な
っ
た
。

側
厳
九
郎
の
学
歴
に
関
す
る
も
の

小
中
学
校
の
証
書
類
に
つ
い
て
は
一
部
を
昨
年
の
本
学
会
で
供
覧

し
た
が
、
多
数
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

卒
業
証
書
を
含
む
愛
知
医
学
校
の
証
書
類
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
卒

業
証
書
に
よ
る
愛
知
医
学
校
の
卒
業
年
月
日
（
明
治
二
九
年
一
二
月
一

五
日
）
は
、
演
者
が
先
に
履
歴
書
か
ら
推
定
し
た
日
（
同
年
二
月
一

一
日
）
よ
り
も
後
で
、
し
か
も
愛
知
医
学
校
の
助
手
お
よ
び
愛
知
病

院
診
察
医
補
助
の
任
命
辞
令
の
日
付
（
同
年
一
二
月
二
日
）
よ
り
も
後

で
あ
る
・
演
者
が
先
に
推
定
し
た
日
は
、
卒
業
の
仮
免
状
を
受
け
た

日
付
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

側
職
歴
に
関
す
る
も
の

愛
知
医
学
校
、
仙
台
医
学
専
門
学
校
、
三
井
慈
善
病
院
の
そ
れ
ぞ

れ
の
辞
令
、
あ
る
い
は
贈
位
の
証
書
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
数

種
の
自
筆
履
歴
書
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
た
と
え
ば
、
東

北
帝
国
大
学
退
職
時
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
臨
時
講
師
解
職
の
あ

と
、
解
剖
学
教
室
臨
時
標
本
整
理
を
大
正
四
年
二
月
一
日
か
ら
大

正
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
嘱
託
さ
れ
た
こ
と
、
三
井
慈
善
病
院
で

は
、
耳
鼻
咽
喉
科
講
習
を
受
け
た
後
、
同
院
に
同
年
六
月
二
二
日
か

ら
一
二
月
一
五
日
ま
で
医
員
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。剛

福
井
に
お
け
る
開
業
生
活
に
つ
い
て

診
療
記
録
、
処
方
記
録
、
診
断
書
、
請
求
書
、
名
刺
、
ゴ
ム
印
、

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
が
あ
る
。

「
医
師
職
業
能
力
申
告
書
」
は
昨
年
本
学
会
で
供
覧
し
た
他
に
、

数
種
の
草
稿
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
本
荘
村
（
現

芦
原
町
）
中
番
の
診
療
所
は
法
的
に
は
出
張
診
療
所
で
あ
り
、
宿
の

自
宅
が
正
規
の
診
療
所
と
し
て
届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。

⑤
魯
迅
と
の
関
係
に
お
い
て

魯
迅
自
筆
の
文
書
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
魯
迅
夫
人
許
広
平

の
一
九
五
六
年
来
日
の
時
の
書
状
が
見
い
だ
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
増
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田
渉
、
内
山
完
造
な
ど
多
数
の
関
係
者
の
書
簡
が
あ
っ
た
。

⑥
家
族
と
の
つ
な
が
り
に
お
い
て

長
男
恒
弥
へ
あ
て
た
心
暖
ま
る
手
紙
、
恒
弥
の
た
め
に
自
筆
で
作

成
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
教
科
書
な
ど
、
家
族
と
の
交
流
を
示
す
史
料

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

、
書
簡
類

上
に
述
べ
た
以
外
に
多
数
の
書
簡
が
あ
り
、
ま
だ
大
部
分
は
未
整

理
で
あ
る
。
興
味
あ
る
例
は
、
第
四
高
等
学
校
医
学
部
山
崎
幹
ら
の

手
紙
で
、
厳
九
郎
は
愛
知
医
学
校
勤
務
の
終
り
ご
ろ
、
第
四
高
等
学

校
医
学
部
に
た
い
し
て
就
職
を
希
望
し
、
上
司
の
反
対
で
実
現
し
な

か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
過
程
で
、
「
た
と
え
ば
仙
台
医
学
専
門
学
校

な
ど
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
厳
九
郎
へ
の

返
書
中
に
書
か
れ
て
い
る
・
仙
台
医
学
専
門
学
校
に
就
職
し
た
理
由

は
、
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
、
東
北
帝
国
大
学
退
職
時
、
朝
鮮
総
督
府
立
医
院
付
属
の
医

育
機
関
に
就
職
を
希
望
し
た
ら
し
く
、
断
り
の
返
書
が
見
い
だ
さ
れ

た
0

⑧
書
籍

蔵
書
も
ま
だ
十
分
な
整
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
書
籍
と
く
に

医
学
書
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
か
な
り
他
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
東
北
帝
国
大
学
か
ら
の
、
寄
贈
に
対
す
る
感
謝
状
も
発

見
さ
れ
た
。

辞
書
を
含
め
、
語
学
書
が
か
な
り
あ
り
、
そ
の
範
囲
は
、
ギ
リ
シ

ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
オ
ラ
ン
ダ

語
に
及
ん
で
い
る
。
従
来
の
通
説
に
反
し
て
、
厳
九
郎
は
語
学
が
得

意
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
漢
学
書
や
、
令
息
に
習
字
お
よ
び
素
読
の
た
め
に
自
筆
で
書

き
与
え
た
漢
学
書
な
ど
が
あ
り
、
漢
学
が
厳
九
郎
の
教
養
の
重
要
な

部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
福
井
県
立
短
期
大
学
第
一
看
護
学
科
）
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